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「皇室典範改正案」は、前近代的な「男尊女卑」と「家父長制」を徹底化した問題法
案です。社民党は、女系・女性天皇を排除する本改正案に反対です。

問題点①　「男系天皇」への強いこだわりと「女系天皇」つぶし
旧宮家出身の男系の男性（一般国民）が皇族の養子になった場合、その養子の子どもは男子に限り
皇位継承権を有することになります。一方、一般男性と結婚した女性皇族は、皇室に残ることがで
きるようになるものの、その女性皇族の子どもは皇族とされず、皇位継承権を有しません。

問題点②　女性皇族と男性皇族の扱いに差異をつける
一般男性と結婚した女性皇族が皇室に残った場合、一般国民と同様に住民基本台帳に登録され、
他の皇族と異なる扱いになります。性差によって皇族の格に差をつけようとしています。

問題点③　立法府の総意を無視
皇位継承権などは皇室典範改正に向けた全体会議でまとめた立法府の総意では言及されておら
ず、法案提出に際して政府が突然言い出したものです。立法府の総意を大きく逸脱するもので不
適切であると言わざるを得ません。

憲法第１条は、天皇の地位は「主権の存する国民の
総意に基づく」としています。そして、多くの世論調
査では「女性天皇」「女系天皇」への賛成が多数です。
「国民の総意」に基づかない皇室典範改正案に社民
党は断固反対です。

どんなことがあっても
 女性天皇は
  NOなの？

全体会議へ出席するラサール石井党幹事長（6月8日 衆院議長公邸）

男尊女卑、
家父長制の価値観にNO!

～皇室典範
　　　　改正案～


